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設計担当者　

統括：廣瀬智之／建築：稲井智士、山田広大／構造：田仲恒介／設備：猿田俊雄

■概要

「MCUD神戸西Ⅱ」は、三菱商事都市開発株式会社が開発する床

面積約6万㎡の物流施設である。

神戸テクノ・ロジスティックパーク(神戸複合産業団地)内に位

置し、神戸西ICを通して大阪・京都・中国地方などの主要都市

へのアクセシビリティに優れた立地であり、周辺には住宅地も

あり雇用確保の観点からも良好な土地である。

建物は、1・２階に着床可能なスロープ形式であり、荷物用エ

レベータ及び垂直搬送機にて賃貸区画は最大６区画まで分割可

能なマルチテナント型物流施設である。

建物周囲には乗用車及びバイク・自転車置き場を配置し利便性

を高めるとともに、大型車と普通車を分離することで安全性に

配慮している。

■計画コンセプト

環境配慮として下記項目をコンセプトとして施設計画を行った

・周辺環境への配慮　　　　　

・BCP対策

・気流解析による効果的な換気計画

・エネルギー効率の最適化『ＺＥＢ』

■周辺環境への配慮

外装は周辺地域に配慮しシルバー色を基調としてい

る。また、南側の前面道路を中心とした緑化を行

い、前面道路側に設置した設備用バルコニーは目隠

しを行うことで、産業団地への景観に配慮してい

る。1階の東側には物販店舗を併設することで、周辺

地域の住民も利用可能な施設計画としている。敷地

内に十分な車両動線を確保し、倉庫への搬入車と一

般車の動線を区別することで周辺の交通負荷を軽減

するなど、周辺環境に配慮した計画としている。

■BCP対策

災害時の対策として、建物周囲の空地を利用しマン

ホールトイレ及び防災ファニチャーを設置している。

受水槽には緊急遮断弁を設けることで災害時の生活用

水を確保し一時的な避難場所として利用できる施設と

した。

■気流解析による効果的な換気計画

建物の規模が大きくなるほど、空間内での換気のム

ラが発生する。空気の澱みは湿気溜まりとなり、保

管荷物のカビの発生など悪影響を及ぼすため、設計

時に気流解析により換気扇やファンの配置検討を行

い、空間全体に気流を行きわたらせることで空気澱

みの少ない効果的な計画としている。

■エネルギー効率の最適化『ＺＥＢ』

外壁は断熱性に優れたサンドウィッチパネルを採

用し、屋根材は二重断熱折板とすることで、一次

消費エネルギーの削減を図った。全館LED照明の採

用、倉庫内に人感センサーを採用することで、消

費エネルギーの削減を図った。また、再生可能エ

ネルギーの利用として太陽光発電設備を設置し、

最大565kwの電力を賄い、エネルギーコストの削減

を図った。エネルギー効率の最適化を図ることで

『ＺＥＢ』を取得している。

全体配置図　S=1/3000
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